
みんなのやさしい心が届きますように。
（６月15日　「人権の花」贈呈式　増穂小学校）
メッセージと花の種をつけた風船を飛ばしました。
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今月のみどころ
・�子育て世帯応援券、プレミア
ム付き商品券
・�町の財政事情をお知らせしま
す

【くらしのカレンダー】
・町営住宅入居者募集
・児童相談所全国共通ダイヤル



子
育
て
世
帯
応
援
券

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

　
町
で
は
、
国
お
よ
び
県
の
地
方
創

生
に
係
る
交
付
金
を
活
用
し
、
子
育

て
世
帯
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、

地
域
経
済
の
発
展
と
商
店
街
の
活
性

化
を
図
る
た
め
、
子
育
て
応
援
券
を

交
付
し
ま
す
。

交
付
対
象
者

　

‌�

平
成
27
年
3
月
31
日
時
点
で
18
歳

以
下
の
児
童
の
保
護
者

応
援
券

　
交
付
対
象
者
1
人
に
つ
き

3
，0
0
0
円
分

交
付
手
続
き

　

‌�

対
象
者
に
は
7
月
中
旬
に
『
子
育

て
応
援
券
引
換
通
知
書
』
を
郵
送

し
ま
す
。
7
月
13
日
（
月
）
か
ら

8
月
3
日（
月
）【
土
日
祝
日
を
除

く
】ま
で
に
、
子
育
て
支
援
課（
本

庁
舎
1
階
）
に
引
換
通
知
書
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

利
用
期
間

　
平
成
27
年
7
月
13
日
（
月
）
〜

　
平
成
28
年
1
月
12
日
（
火
）

利
用
店
舗

　
町
商
工
会
加
盟
店

※�

応
援
券
利
用
期
間
、
利
用
店
舗
は

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
と
同
じ
で
す
。

詳
し
く
は
通
知
書
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
課　
児
童
支
援
担
当

　
☎
22
―
7
2
2
1

子
育
て
世
帯
応
援
券

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

　

国
お
よ
び
県
の
地
方
創
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
町
で
は
プ

レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
を
販
売
し
ま

す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
町
商
工
会

　
☎
22
―
0
8
7
0

1
セ
ッ
ト
：
1
2
，5
0
0
円

（
5
0
0
円
×
25
枚
）
を

1
0
，0
0
0
円
で
販
売
し
ま

す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
率
25
％
で

1
0
，0
0
0
セ
ッ
ト
を
発
行
。

商
品
券
は
一
人
5
セ
ッ
ト
ま
で
購

入
い
た
だ
け
ま
す
。

1
2
，5
0
0
円
の
う
ち

5
，0
0
0
円
分
に
つ
い
て
は
、

　
大
型
店
で
も
利
用
で
き
る

　
予
定
で
す
。

販
売
日

7
月
13
日
（
月
）
か
ら
販

売
開
始
。
売
り
切
れ
次
第

終
了
で
す
。

発
行
総
額

　
1
億
2
，5
0
0
万
円

販
売
場
所

　
町
商
工
会
本
所

　
（
青
柳
町
3
1
9
―
1
）

利
用
期
間

　
平
成
27
年
7
月
13
日（
月
）

〜
平
成
28
年
1
月
12
日（
火
）

利
用
店
舗
は
現
在
募
集
中

で
す
。

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

交付

販売

見 本

平成 27. 7 月号　No.64（2）



◆
受
付
期
間

　

7
月
21
日
（
火
）
〜
8
月
10
日

（
月
）

◆
受
付
時
間　
午
前
8
時
30
分
〜
午

後
5
時
15
分　
※
土
・
日
曜
日
を
除

く・
郵
送
の
場
合
は
8
月
10
日
（
月
）

消
印
有
効

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
7
月
21
日

（
火
）午
前
0
時
〜
8
月
4
日（
火
）

午
後
5
時
15
分
※
正
常
に
受
信
し
た

も
の
に
限
る

◆
試
験
日

　
1
次
試
験　
9
月
20
日
（
日
）

　
2
次
試
験　
10
月
19
日
（
月
）

◆
試
験
会
場

【
事
務
職
Ⅰ
】
1
次
試
験

　

山
梨
大
学
甲
府
西
キ
ャ
ン
パ
ス

（
甲
府
市
武
田
4
―
4
―
37
）

【
管
理
栄
養
士
、
土
木
職
Ⅱ
】

　
富
士
川
町
役
場
1
階
会
議
室

●
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課　
総
務
人
事
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
1

　
峡
南
広
域
行
政
組
合
で
は
、
職
員

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

◆
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員
（
町

村
職
員
統
一
採
用
試
験
）

　
消
防
職
A
・
B　
　
若
干
名

◆
受
験
資
格

【
消
防
職
A
】昭
和
62
年
4
月
2
日
か

ら
平
成
6
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
者
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
大

学
（
短
大
を
除
く
）
を
卒
業
し
た
者

ま
た
は
平
成
28
年
3
月
ま
で
に
卒
業

見
込
み
の
者
。

【
消
防
職
B
】昭
和
62
年
4
月
2
日
か

ら
平
成
10
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
者
で
消
防
職
A
に
該
当
し
な
い

者
か
つ
高
校
を
卒
業
し
た
者
ま
た
は

卒
業
見
込
み
の
者
。

・
峡
南
広
域
行
政
組
合
管
内
に
居
住

し
て
い
る
者
ま
た
は
居
住
し
得
る
者
。

・
普
通
運
転
免
許
所
有
者
ま
た
は
採

用
ま
で
に
取
得
可
能
な
者
。（
A
T
限

定
を
除
く
）
※
別
途
身
体
要
件
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

◆
受
付
期
間　
7
月
21
日
（
火
）
〜

8
月
10
日
（
月
）
午
前
8
時
30
分
〜

午
後
5
時
15
分　
※
土
・
日
曜
日
を

除
く

◆
試
験
日

　
1
次
試
験　
9
月
20
日
（
日
）

◆
試
験
場
所　

山
梨
大
学
甲
府
西

キ
ャ
ン
パ
ス

●
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
峡
南
広
域
行
政
組
合　
総
務
課

　
☎
0
5
5
6
―
32
―
5
0
1
1

　
山
梨
県
警
察
で
は
、
次
の
と
お
り

警
察
官
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

◆
募
集
職
種

【
警
察
官
A
】昭
和
60
年
4
月
2
日
以

降
生
ま
れ
の
大
卒
者
、
ま
た
は
平
成

28
年
3
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者

【
警
察
官
B
】昭
和
58
年
4
月
2
日
か

ら
平
成
8
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
A
区
分
以
外
の
者

◆
試
験
日

　
1
次
試
験　
9
月
20
日
（
日
）

◆
受
付
期
間

　
7
月
27
日（
月
）〜
8
月
21
日（
金
）

●
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
鰍
沢
警
察
署　
☎
22
―
0
1
1
0

◆
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

（
6
月
12
日
付
け
）

平成27年度 富士川町職員採用試験案内
◆採用職種および受験資格等

職　　種 受　　験　　資　　格 採用予定人数

事務職Ⅰ
※町村職員統一
採用試験　

昭和62年 4月 2日から平成6年 4月 1日までに生まれた者で、
大学を卒業した者および卒業見込みの者ならびに同程度の学力を
有する者。かつ富士川町内在住者または採用後富士川町内に在住
できる者。

若干名

管理栄養士
※町単独採用試験

昭和 62年 4月 2日以後に生まれた者で、管理栄養士の免許取得
者および平成 28年 3月 31 日までに行われる管理栄養士国家試
験により管理栄養士免許取得見込みの者。かつ富士川町内在住者
または採用後富士川町内に在住できる者。

1名

土木職Ⅱ
※町単独採用試験

平成2年4月 2日から平成10年 4月 1日までに生まれた者で、
高校を卒業した者および卒業見込みの者ならびに同程度の学力を
有する者。かつ富士川町内在住者または採用後富士川町内に在住
できる者。

1名

　※いずれも、要普通運転免許証

　町では、平成28年度に採用する職員の試験を次のとおり実施します。

き
み
の「
や
る
気
」で

富
士
川
町
を

盛
り
上
げ
よ
う
！

人

事

人

事大森きよ子 氏
（青柳町）

峡
南
広
域
行
政
組
合

職
員
採
用
試
験
案
内

山
梨
県
警
察
官
採
用
案
内
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町の財政状況を公表します

町税収入状況 ［単位：千円、％］
科　　目 予 算 額 収入済額 収入率

町民税 746,285 745,013 99.83
固定資産税 595,876 584,976 98.17
町たばこ税 106,217 106,221 100.00
都市計画税 86,655 94,459 109.01
その他 48,761 48,813 100.11

計 1,583,794 1,579,482 99.73

町の財政状況を公表します
　平成27年3月末日までの町の予算執行および財政状況をお知らせします。
　これは、皆さまに納めていただいている税金などの収入の様子や、支出の様子をお
知らせするとともに、所有する土地や建物などの財産の状況や借入金の現在高を条例
に基づき公表するものです。

平成 26年度　会計別財政状況　　※繰越を含む

企業会計財政状況
（単位：千円）

会　　計　　名
歳　　　　入 歳　　　　出

予 算 額 収入済額 収入率（％） 予 算 額 支出済額 執行率（％）

水道事業
収　益　的 208,498 210,938 101.17 204,526 198,650 97.13
資　本　的 30,552 31,385 102.73 183,174 175,091 95.59

■一般会計予算執行状況
収入 ［単位：千円、％］

名　　　称 予算現額 収入済額 収入率
町税 1,583,794 1,579,482 99.73
地方譲与税 62,800 62,800 100.00
地方消費税交付金 176,481 176,481 100.00
自動車取得税交付金 9,878 9,878 100.00
地方特例交付金 6,061 6,061 100.00
地方交付税 3,010,943 3,176,451 105.50
分担金・負担金 99,708 94,539 94.82
使用料・手数料 103,877 101,133 97.36
国庫支出金 959,764 576,584 60.08
県支出金 590,930 302,648 51.22
繰入金 16,110 24,207 150.26
繰越金 402,304 402,304 100.00
諸収入 174,241 109,900 63.07
町債 862,200 251,800 29.20
その他 77,018 69,053 89.66
歳入総額 8,136,109 6,943,321 85.34

支出 ［単位：千円、％］
名　　　称 予算現額 支出済額 執行率

議会費 84,264 81,438 96.65
総務費 1,007,264 861,269 85.51
民生費 2,240,082 1,863,322 83.18
衛生費 618,590 475,111 76.81
農林水産業費 361,883 286,091 79.06
商工費 195,343 143,127 73.27
土木費 1,292,924 719,726 55.67
消防費 448,556 329,173 73.39
教育費 735,170 658,787 89.61
公債費 919,566 919,551 99.99
諸支出金 166,415 8,486 5.10
その他 66,052 35,303 53.45
歳出総額 8,136,109 6,381,384 78.43

平成 27年
3月末現在

（単位：千円）

会　　計　　名
歳　　　　入 歳　　　　出

予 算 額 収入済額 収入率（％） 予 算 額 支出済額 執行率（％）
一般会計 8,136,109 6,943,321 85.34 8,136,109 6,381,384 78.43
特別会計 5,143,244 3,868,507 75.22 5,143,244 4,498,255 87.46
国民健康保険 1,805,249 1,628,388 90.20 1,805,249 1,641,050 90.90
後期高齢者医療 366,236 353,622 96.56 366,236 310,670 84.83
介護保険事業 1,748,630 1,471,228 84.14 1,748,630 1,580,422 90.38
介護サービス事業 98,082 86,618 88.31 98,082 95,158 97.02
奨学金 2,614 2,828 108.19 2,614 2,000 76.51
簡易水道事業 181,102 81,713 45.12 181,102 168,074 92.81
下水道事業 921,035 233,869 25.39 921,035 682,860 74.14
営農飲雑用水事業 3,536 2,817 79.67 3,536 3,367 95.22
箱原農業集落排水事業 13,064 3,558 27.24 13,064 11,774 90.13
鰍沢財産区 495 493 99.60 495 0 0.00
鹿島財産区 50 91 182.00 50 0 0.00
カラマツオ外三十山恩賜林保護財産区 514 541 105.25 514 424 82.49
峡南地区ことばの教室共同設置 1,733 1,855 107.04 1,733 1,627 93.88
峡南地区充指導主事共同設置 904 886 98.01 904 829 91.70
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基金（積立金）町債（借入金）

町債未償還額
［単位：円］

目　　　的　　　別

一　
　

般　
　

会　
　

計

一 般 公 共 事 業 1,036,280,270
義 務 教 育 施 設 整 備 562,620,523
一 般 単 独 事 業 255,352,658
辺 地 対 策 事 業 43,132,886
道 路 整 備 事 業 506,453,236
公 営 住 宅 建 設 事 業 183,823,136
災 害 復 旧 事 業 67,742,018
減 税 補 て ん 125,445,450
減 収 補 て ん 23,785,496
臨 時 財 政 対 策 2,977,753,917
合 併 推 進 債 194,593,724
過 疎 対 策 事 業 1,038,954,464
そ の 他 356,655,145

計 7,372,592,923

特
別
会
計
・
企
業
会
計

上 水 道 事 業 285,509,983
簡 易 水 道 事 業 1,046,672,068
営 農 飲 雑 用 水 事 業 9,109,207
下 水 道 事 業 4,266,262,007
箱原農業集落排水事業 79,630,440
国 民 健 康 保 険 4,792,888

計 5,691,976,593

町有財産財政状況
［単位：円］

基　金　名　称 金　　額
財政調整基金 1,035,764,000
減債基金 611,921,000
公共施設整備等事業基金 915,711,000
奨学基金 33,607,000
地域福祉基金 200,000,000
物品調達基金 3,000,000
鹿島財産区基金 501,000
中山間ふるさと水・土保全対策基金 54,888,000
国民健康保険財政調整基金 0
介護保険給付費支払準備基金 26,481,452
簡易水道事業財政調整基金 3,706,000
営農飲雑用水事業財政調整基金 682,000
箱原農業集落排水事業財政調整基金 545,000
地域コミュニティー施設整備費貸付基金 100,022,000
過疎地域自立促進基金 17,000,000

合　　　　　計 3,003,828,452

町 有 財 産
土地 959.252 ㎡
山林 520,364 ㎡
（うち分収林） 94,900 ㎡
建物 100,555 ㎡
車輌 80台
有価証券 0円
出資による権利 343,380,000 円

土地開発基金
土地面積 26,598.27 ㎡
現金残高 203,875,079 円

　
借
入
金
は
、
な
る
べ
く
少
な
い
の

が
理
想
で
す
。
し
か
し
、
一
般
家
庭

に
お
い
て
も
ロ
ー
ン
を
組
ん
だ
り
し

な
が
ら
、
計
画
的
に
高
額
の
買
い
物

を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
町
の
財

政
運
営
も
同
じ
よ
う
に
資
金
計
画
を

立
て
て
、借
り
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
長
く
利
用
で
き
る
施
設

な
ど
の
建
設
費
の
世
代
間
負
担
の
公

平
性
を
図
る
と
い
う
点
か
ら
も
有
効

な
手
だ
て
と
い
え
ま
す
。

　
現
在
の
借
入
金
は
、
一
般
会
計
で

は
、約
73
億
7
千
万
円
、特
別
会
計・

企
業
会
計
で
、
約
56
億
9
千
万
円
と

な
り
、
借
入
金
残
高
の
合
計
は
、
約

1
3
1
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
基
金
は
、
一
般
家
庭
で
い
う
貯
金

で
す
。

　
い
ざ
と
い
う
と
き
に
使
う
こ
と
が

で
き
る
財
政
調
整
基
金
は
、
3
月
末

現
在
で
約
10
億
4
千
万
円
あ
り
ま

す
。
こ
の
基
金
は
、
将
来
の
不
測
の

事
態
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
蓄
え
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か

の
基
金
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
し

た
が
っ
て
積
み
立
て
や
運
用
、
取
り

崩
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

全
会
計
の
基
金
を
集
め
る
と
約

30
億
円
あ
り
ま
す
。

▲�大規模災害や緊急時に有効活用される十谷へリポート
（五開区）
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平
成
27
年
度
介
護
保
険
料
確
定
額

の
通
知
書
な
ど
を
、
7
月
中
に
被
保

険
者
（
65
歳
以
上
の
方
）
に
発
送
し

ま
す
。
介
護
保
険
料
一
覧
に
つ
い
て

は
、
通
知
書
の
裏
面
に
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆�

年
金
か
ら
天
引
き
（
特
別
徴
収
と

い
い
ま
す
）

【
納
期
】

　
4
・
6
・
8
・
10
・
12
・
2
月

　
（
年
6
回
）

○�

年
額
18
万
円
以
上
の
年
金
を
受
給

さ
れ
て
い
る
方
は
原
則
、
特
別
徴

収
と
な
り
ま
す
。

○�

年
間
保
険
料
の
内
訳
は
、【
保
険
料

額
】
欄
の
「
特
別
徴
収
（
円
）」
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆�

納
付
書
や
口
座
振
替
で
納
付
（
普

通
徴
収
と
い
い
ま
す
。）

【
納
期
】

　
5
・
6
・
7
・
8
・
9
・
10
・
11
・

12
・
1
・
2
月
（
年
10
回
）

○
特
別
徴
収
以
外
の
方
で
す
。

○�
年
間
保
険
料
の
内
訳
は
、【
保
険
料

額
】
欄
の
「
普
通
徴
収
（
円
）」
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○�

納
付
書
納
付
の
方
は
、
納
付
書
が

同
封
さ
れ
て
い
ま
す
。
納
期
限
内

の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

‌�

※
第
1
、
2
期
の
納
付
書
は
5
月

初
旬
に
発
送
済
み
で
す
。
今
回
は

第
3
期
以
降
の
納
付
書
を
同
封

し
ま
す
。

○�

口
座
振
替
で
納
付
さ
れ
て
い
る
方

は
、
振
替
日
ま
で
に
残
高
の
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
保
健
課　
介
護
福
祉
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
7

保
育
料
の
納
付
期
限
は

毎
月
26
日
で
す

　
保
育
料
（
利
用
者
負
担
金
）
は
、

保
育
所
に
通
う
児
童
に
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
た
め
の
大
切
な
財
源
で

す
。
町
で
は
、
保
育
料
負
担
の
公
平

性
と
財
源
の
確
保
に
努
め
て
い
ま

す
。
ほ
と
ん
ど
の
保
護
者
の
皆
さ
ん

に
は
、
納
付
期
限
ま
で
に
自
主
的
に

保
育
料
を
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　
納
期
を
守
っ
て
納
め
て
い
た
だ
い

て
い
る
保
護
者
の
皆
さ
ん
と
の
公
平

性
を
保
つ
た
め
、
許
す
こ
と
な
く
滞

納
整
理
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

保
育
料
を

納
め
な
い
で
い
る
と
…

　
決
め
ら
れ
た
納
付
期
限
を
1
日
で

も
過
ぎ
る
と『
滞
納
』と
な
り
ま
す
。

納
期
限
ま
で
に
保
育
料
を
納
め
な
い

場
合
は
、
児
童
福
祉
法
第
56
条
の
規

定
に
基
づ
き
、
次
の
「
滞
納
処
分
ま

で
の
流
れ
」
に
よ
り
処
分
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
課　
児
童
保
育
担
当

　
☎
22
―
7
2
2
1

介
護
保
険
料
の
お
知
ら
せ

※
差
押
え
財
産
に
つ
い
て

・�

不
動
産
：
公
売
に
よ
り
換
金
。

登
記
簿
に
差
し
押
さ
え
た
旨
記

載
さ
れ
ま
す
。

・�

預
貯
金
：
預
貯
金
を
引
き
出
す

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

・�

給
与
：
毎
月
の
給
与
か
ら
一
定

額
を
強
制
徴
収
し
ま
す
。
滞
納

の
事
実
が
事
業
主
に
知
ら
れ
て

し
ま
い
ま
す
。

・�

生
命
保
険
：
解
約
返
戻
金
を
強

制
徴
収
し
ま
す
。

・�

そ
の
ほ
か
の
財
産
：
自
動
車
、

動
産
、
売
掛
金
な
ど
を
差
し
押

さ
え
ま
す
。

※
延
滞
金
に
つ
い
て

　
延
滞
金
は
、
地
方
税
法
に
よ
り

徴
収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
滞
納
保
育
料

を
計
算
の
基
礎
と
し
て
、
納
付
期

限
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
納
付
さ

れ
た
日
ま
で
の
期
間
に
応
じ
て
計

算
し
ま
す
。

滞納処分までの流れ（滞納処分は法律に基づく強制処分です）

	納付書の発送	 　　　　　　　納付期限内に納付完了

	未納（納付期限後）

	 督　　促	 督促状の発送、督促手数料100円が発生します。
		  納期限の翌日より、延滞金が加算されます。

	 催　　告	 催告書の発送

	 財産調査	 �地方税法・国税徴収法の規定により、金融機関、
勤務先などに対し、質問、調査を実施します。

	 差 押 え	 給料・預金・財産などを差し押さえます。

	換価・充当	 �差し押えた財産を現金化し、滞納保育料（利用
者負担金）に充当します。不動産などは公売を
実施し、現金化します。

保
育
料
滞
納
の

処
分
が
強
化
さ
れ
ま
す
！

保
育
料
滞
納
の

処
分
が
強
化
さ
れ
ま
す
！
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▼
自
治
会
の
意
義

　
自
治
会
は
、
互
い
に
支
え
あ
い
、

安
心
安
全
に
暮
ら
し
、
快
適
で
明
る

い
生
活
を
送
る
た
め
の
共
同
体
で
す
。

自
治
会
へ
の
加
入
を
勧
め
て
い
ま
す

　
近
年
、宅
地
分
譲
地
も
多
く
な
り
、新
た
な
住
宅
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
町
内
に
は
、
団
地
や
ア
パ
ー
ト
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
町
で
は
、新
た
に
地
域
内
に
お
住
ま
い
に
な
る
方
々
に

対
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
の
基
礎
と
な
る
「
自
治
会
（
区
・
組
）」

へ
の
加
入
を
勧
め
て
い
ま
す
。

自
治
会
の
活
動
例

○
安
全
・
安
心
のま

ち
づ
く
り

▼�

地
区
の
防
犯
灯
の
設
置
や

維
持
管
理
は
、
各
自
治
会

で
行
っ
て
い
ま
す
。

▼�

防
災
訓
練
を
は
じ
め
、
地

区
ご
と
の
災
害
対
策
を

行
っ
て
い
ま
す
。

▼�

子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
き
れ
い
で
快
適
な

ま
ち
づ
く
り

▼�
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
維
持
管
理
を
行
っ
て
い

ま
す
。

▼�

河
川
清
掃
、
水
路
清
掃
、

共
有
箇
所
の
ご
み
拾
い
な

ど
を
定
期
的
に
行
っ
て
い

ま
す
。

○
ふ
れ
あ
い
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り

▼�

夏
祭
り
や
運
動
会
な
ど

の
交
流
行
事
を
行
っ
て

い
ま
す
。

▼�
高
齢
者
の
敬
老
会
や
子

ど
も
た
ち
の
育
成
会
、

子
ど
も
ク
ラ
ブ
行
事
を

行
っ
て
い
ま
す
。

○
地
域
情
報
の
回
覧
や
配
布

▼�

自
治
会
の
情
報
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

▼�

町
か
ら
の
情
報
と
な
る
広

報
「
ふ
じ
か
わ
」
な
ど
の

配
布
や
回
覧
を
行
っ
て
い

ま
す
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

安
全
・
安
心
の
子
育
て

（
長
澤
・
女
性
）

　

ま
っ
た
く
知
ら
な
い
土
地
に

引
っ
越
し
て
き
た
の
で
、
ご
近
所

の
方
と
う
ま
く
い
く
か
最
初
は
不

安
だ
ら
け
で
し
た
。
組
に
入
る
こ

と
で
顔
見
知
り
も
増
え
、
交
流
も

深
め
る
中
で
、
何
か
と
助
け
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
子
ど
も
が
い

る
の
で
、
皆
さ
ん
に
見
守
ら
れ
、

安
心
し
て
子
育
て
し
て
い
ま
す
。

　
役
も
多
く
大
変
な
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
助
か
っ
て
い
る
こ
と
の

ほ
う
が
大
き
い
で
す
ね
。

お
互
い
に

助
け
合
う
体
制
を

つ
く
り
、
地
域
力
を

高
め
「
富
士
川
町
に

住
ん
で
よ
か
っ
た
。」

と
思
え
る
ま
ち
づ
く

り
を
み
ん
な
で
し
て

い
き
ま
せ
ん
か
。
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不
審
な
電
話
はす

ぐ
に
110
番

　
高
齢
者
の
被
害
が
目
立
つ
特
殊
詐

欺
の
手
口
は
次
の
3
種
類
で
す
。
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

・
オ
レ
オ
レ
詐
欺

　

‌�

息
子
や
孫
を
装
い
、「
風
邪
を
引
い

て
声
が
変
わ
っ
た
」「
携
帯
電
話
番

号
が
変
わ
っ
た
」
な
ど
と
言
っ
て

だ
ま
す
。

・
還
付
金
詐
欺

　

‌�

役
場
職
員
や
銀
行
員
な
ど
を
装

い
、「
医
療
費
の
過
払
い
金
が
あ

る
」「
A
T
M
で
手
続
き
で
き
る
」

な
ど
と
言
っ
て
だ
ま
す
。

・
金
融
商
品
詐
欺

　

‌�

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
自
宅
に
送
り
付

け
、「
あ
な
た
に
権
利
が
あ
る
」

「
名
義
を
貸
し
て
ほ
し
い
」な
ど
と

言
っ
て
だ
ま
す
。

　
日
本
年
金
機
構
に
お
け
る
個
人
情

報
流
出
に
関
連
し
て
、「
あ
な
た
の
年

金
情
報
が
流
出
し
て
い
る
」「
流
出
し

た
年
金
情
報
を
削
除
で
き
る
」
な
ど

と
い
っ
た
不
審
な
電
話
に
関
す
る
相

談
が
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
、「
あ
な
た
の
個
人
情
報

が
漏
れ
て
い
る
の
で
、
削
除
し
て
あ

げ
る
」な
ど
と
電
話
を
か
け
て
き
て
、

最
終
的
に
お
金
を
だ
ま
し
取
る
詐
欺

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
電

話
に
は
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

　
特
殊
詐
欺
と
思
わ
れ
る
不
審
な
電

話
は
、
特
定
の
地
域
に
集
中
し
て
か

か
っ
て
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
通
報
が

地
域
住
民
の
被
害
防
止
に
つ
な
が
り

ま
す
の
で
、
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
と

思
わ
れ
る
不
審
な
電
話
を
受
け
た
際

は
、
す
ぐ
に
1
1
0
番
通
報
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ

　
鰍
沢
警
察
署
生
活
安
全
係

　
☎
22
―
0
1
1
0

　
防
災
課　
防
災
担
当

　
☎
22
―
7
2
1
8

不
審
な
電
話
はす

ぐ
に
110
番

　
「
振
り
込
め
詐
欺
」を
は
じ
め
と
す
る
特

※

殊
詐
欺
の
予
兆
電
話
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
最
近
の
予
兆
電
話
は
、お
れ
お
れ
詐
欺
や
還
付
金
詐
欺
の
手
口
が
多
く
、

被
害
に
遭
っ
た
人
の
多
く
が
65
歳
以
上
で
す
。
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
は

常
に
警
戒
心
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。「
自
分
は
大
丈
夫
」
と
思
い
込
ま
ず
、

家
族
で
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

少
し
で
も
「
何
か
お
か
し
い
？
」
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
1
1
0
番
通
報
し

ま
し
ょ
う
。

県
内
に
お
け
る
被
害
状
況

（
平
成
26
年
）

　
件　
　
数�

56　
件

　
被
害
総
額約1

億
8
8
0
0
万
円

被
害
ゼ
ロ
に
向
け
た
取
り
組
み

《
町
》

　
町
内
放
送
で
の
注
意
喚
起

　
ふ
れ
あ
い
1
1
0
番
の
家
連

絡
会
で
の
防
犯
啓
発
の
促
進

《
鰍
沢
警
察
署
》

　
詐
欺
被
害
防
止
カ
レ
ン
ダ
ー

の
作
成
・
配
布

　
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施

※
特
殊
詐
欺
と
は

　
面
識
の
な
い
不
特
定
多
数
の
人
に

電
話
を
か
け
る
な
ど
し
て
対
面
す
る

こ
と
な
く
、
指
定
し
た
口
座
へ
の
振

り
込
み
、そ
の
ほ
か
の
方
法
に
よ
り
、

現
金
な
ど
を
だ
ま
し
取
る
犯
罪
の
総

称
。

特
殊
詐
欺
の
主
な
犯
行
手
口

ニ
セ
電
話
詐
欺
に
注
意
！
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◇
日
頃
の
備
え
と
早
め
の
避
難
！

　
大
雨
が
降
り
、「
土
砂
災
害
」の
危

険
性
が
高
ま
る
と
、
都
道
府
県
と
気

象
庁
で
は
共
同
で
、「
土
砂
災
害
警
戒

情
報
」
を
発
表
し
ま
す
。

　
こ
の
発
表
は
、
町
の
防
災
行
政
無

線
を
始
め
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に
よ
り
、
情
報

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
発
表
さ

れ
た
際
に
は
、
早
め
に
近
く
の
避
難

所
な
ど
、
安
全
な
場
所
に
自
主
避
難

し
、
十
分
に
警
戒
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る

知
識
と
し
て
、
町
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
活
用
し
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備

え
ま
し
ょ
う
。

◇
夜
間
に
大
雨
が

予
想
さ
れ
る
と
き
は
…

・
暗
く
な
る
前
に
避
難
！

・�

お
年
寄
り
や
体
が
不
自
由
な
人
が

い
る
場
合
は
、
移
動
時
間
を
考
え

て
早
め
の
行
動
を
！

◇
避
難
が
困
難
な
と
き
は
…

　
山
の
斜
面
や
川
か
ら
離
れ
た
部
屋

や
2
階
な
ど
の
少
し
で
も
安
全
な
場

所
へ
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

◇
急
傾
斜
地
のが

け
崩
れ
の
前
兆
現
象

◆
お
問
い
合
わ
せ

　
防
災
課　
防
災
担
当

　
☎
22
―
7
2
1
8

詐
欺
被
害
を
未
然
に
防
止

地
域
の
銀
行
が
一
役
‼

　
5
月
中
旬
、
早
川
町
内
に
住
む

70
代
女
性
に
介
護
施
設
を
管
理
し

て
い
る
消
費
者
生
活
セ
ン
タ
ー
職

員
を
名
乗
る
男
か
ら
、「
当
施
設
の

入
居
予
定
者
と
し
て
あ
な
た
の
住

所
・
氏
名
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

登
録
を
削
除
す
る
に
は
3
5
0
万

円
か
か
る
が
、
知
り
合
い
の
弁
護

士
に
相
談
す
れ
ば
、
少
し
安
い
金

額
で
登
録
の
削
除
が
で
き
る
。」と

電
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
女
性
は
話
の
内
容
に
ま
っ
た
く

心
当
た
り
は
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
い
き
な
り
か
か
っ
て
き
た
電

話
に
気
が
動
転
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
施
設
へ
の
入
居
予
定
な
ど
無

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
早
急
に
登
録

を
取
り
消
さ
な
け
れ
ば
と
思
い
込

み
、
山
梨
中
央
銀
行
鰍
沢
支
店
で

現
金
を
下
ろ
そ
う
と
し
ま
し
た
。

そ
の
際
窓
口
で
声
を
掛
け
ら
れ
、

高
額
出
金
の
理
由
な
ど
を
尋
ね
ら

れ
た
こ
と
か
ら
引
き
出
し
を
断
念

し
、
そ
の
結
果
送
金
を
未
然
に
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
同
支
店
は
、
振
り
込
め
詐
欺
防

止
に
お
け
る
金
融
機
関
の
窓
口
対

応
（
水
際
作
戦
）
の
重
要
性
を
深

く
認
識
し
、
過
去
に
お
い
て
も
高

齢
者
の
高
額
出
金
に
対
し
、
こ
ま

め
に
声
掛
け
を
行
っ
て
被
害
を
未

然
に
防
止
し
て
き
ま
し
た
。

　
鰍
沢
警
察
署
で
は
、
今
回
の
的

確
な
窓
口
対
応
に
対
し
、
6
月
3

日
（
水
）
署
長
室
に
お
い
て
、
同

支
店
長
に
警
察
署
長
感
謝
状
と
記

念
品
を
贈
り
、
感
謝
の
意
を
表
し

ま
し
た
。

土
砂
災
害

身
を
守
る

落　石 ひび割れ わき水 地鳴り

がけから小石がパ
ラパラと落ちてく
る。

木が傾いたり、が
けにひび割れがで
きる。

がけからの湧水が
止まったり、増え
たり、濁ってきた。

がけから地鳴りの
音が聞こえてきた。

土
砂
災
害
か
ら

身
を
守
る
た
め
に
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基
準
項
目

▼
P
H
（
水
素
イ
オ
ン
濃
度
）

　

‌�

酸
性
と
ア
ル
カ
リ
性
の
度
合
い
を

示
す
指
標
。
P
H
7
は
中
性
を
示

し
、7
を
超
え
る
と
ア
ル
カ
リ
性
、

7
未
満
は
酸
性
を
示
す
。

▼
B
．O
．D
（
生
物
化
学
的
酸
素
要

求
量
）

　

‌�

河
川
水
の
汚
濁
の
程
度
を
示
す
代

表
的
な
指
標
と
し
て
使
わ
れ
る
。

こ
の
数
値
が
大
き
い
ほ
ど
河
川

が
汚
れ
て
い
る
。

▼
S
S
（
浮
遊
物
質
量
）

　

‌�

水
中
に
浮
遊
し
て
い
る
粒
径
2
㎜

以
下
の
不
溶
性
物
質
の
量
を
示

し
、
数
値
が
大
き
い
ほ
ど
汚
れ
て

い
る
。

▼
大
腸
菌
群
数

　

‌�

大
腸
菌
は
そ
れ
自
体
、
人
の
健
康

に
有
害
な
も
の
で
は
な
く
、
人
畜

の
排
泄
物
な
ど
に
よ
る
汚
濁
の

指
標
と
し
て
「
大
腸
菌
群
」
と
し

て
使
わ
れ
る
。

上
記
の
結
果
か
ら

▼
戸
川
上
流

　

‌�

こ
こ
数
年
、
清
潔
な
状
況
が
保
た

れ
て
い
ま
す
。

▼
戸
川
下
流

　

‌�

P
H
値
が
平
成
24
年
度
に
高
い
数

値
を
検
出
し
ま
し
た
が
、
平
成
25

年
度
同
様
に
平
成
26
年
も
改
善

し
て
い
ま
す
。

　

‌�

大
腸
菌
群
数
が
環
境
基
準
値
を
上

回
り
ま
し
た
。

▼
J
A
ふ
じ
か
わ
青
柳
支
店
の
裏

　

‌�

B
．O
．D
値
が
平
成
25
年
度
ま
で

環
境
基
準
値
を
上
回
っ
て
い
ま

し
た
が
、
平
成
26
年
度
で
は
改
善

し
基
準
値
を
下
回
り
ま
し
た
。
大

腸
菌
群
数
が
環
境
基
準
値
を
大

き
く
上
回
り
ま
し
た
。

▼
戸
川
・
畔
沢
川
合
流
点
下
流

　

‌�

P
H
値
が
平
成
24
年
度
に
高
い
数

値
を
検
出
し
ま
し
た
が
、
平
成
25

年
度
同
様
に
平
成
26
年
度
も
改

善
し
て
い
ま
す
。

　

‌�

大
腸
菌
群
数
が
環
境
基
準
値
を
上

回
り
ま
し
た
。

▼
大
柳
川
下
流

　

‌�

大
腸
菌
群
数
が
環
境
基
準
値
を
上

回
り
ま
し
た
。

ご
家
庭
で
で
き
る
排
水
対
策

　

河
川
の
汚
れ
を
防
ぐ
た
め
に

は
、
下
水
道
施
設
へ
の
接
続
や
合

併
浄
化
槽
施
設
を
設
置
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
私
た
ち
、

一
人
ひ
と
り
が
、
河
川
を
汚
さ
な

い
よ
う
に
気
を
付
け
る
こ
と
も
大

切
で
す
。
家
庭
で
で
き
る
次
の
排

水
対
策
を
実
施
す
る
よ
う
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。

・�

汚
れ
た
食
器
は
、
洗
う
前
に
ぼ

ろ
布
な
ど
で
ふ
き
と
っ
て
か
ら

洗
い
ま
し
ょ
う
。

・�

台
所
の
三
角
コ
ー
ナ
ー
に
ろ
紙

袋
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・�

使
用
済
の
天
ぷ
ら
油
な
ど
は
捨

て
ず
に
、
町
の
廃
食
油
の
収
集

を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

・�

お
米
の
と
ぎ
汁
は
、
植
木
な
ど

に
ま
き
ま
し
ょ
う
。

・�

浄
化
槽
を
適
切
に
管
理
し
、
定

期
的
に
保
守
点
検
・
清
掃
を
し

ま
し
ょ
う
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
生
活
課　
生
活
環
境
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
9

〜
私
た
ち
の
川
を
守
ろ
う
〜

河
川
水
質
検
査
結
果
報
告

　
川
を
汚
す
原
因
の
大
半
は
、私
た
ち
の
家
庭
か
ら
流
れ
出
る
水
で
す
。
こ
れ

は
主
に
ト
イ
レ
か
ら
排
出
さ
れ
る
し
尿
と
、台
所
や
風
呂
場
、洗
濯
な
ど
か
ら

排
出
さ
れ
る
生
活
雑
排
水
に
分
け
ら
れ
ま
す
。河
川
が
汚
れ
て
い
る
と
魚
が
住

め
な
く
な
る
ば
か
り
か
、農
作
物
に
も
悪
影
響
を
与
え
、浄
化
能
力
も
低
下
す

る
た
め
、
自
然
環
境
を
破
壊
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
町
で
は
、河
川
の
汚
れ
を
監
視
す
る
た
め
年
1
回
、町
内
の
河
川
15
カ
所
で

水
質
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。主
な
河
川
の
3
年
間
の
水
質
状
況
検
査
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。

採水場所 項目年度 PH B.O.D SS 大腸菌群数

戸川上流
H24 7.5 0.5 未満 2.0 70
H25 7.9 0.6 3.0 49
H26 7.8 0.5 未満 1.0 33

戸川下流
H24 9.5 1.6 5.0 700
H25 8.1 0.9 6.0 2,200
H26 8.0 0.5 未満 1.0 700

JAふじかわ
青栁支店の裏

H24 7.6 2.9 4.0 4,600
H25 7.9 2.2 5.0 7,000
H26 7.8 1.8 2.0 220,000

戸川・畔沢川
合流点下流

H24 9.0 0.9 1.0 3,300
H25 8.1 0.8 7.0 1,300
H26 8.2 0.5 未満 1未満 130

大柳川下流
H24 8.0 0.5 未満 1.0 330
H25 8.1 0.6 1.0 2,400
H26 8.1 0.5 未満 1.0 130

※網掛けは環境基準を上回っている数値
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₁．作成年月日及び作成担当部署
　作成年月日	 平成 27年 6月 1日　（平成 26年 4月 1日〜平成 27年 3月 31日までの事業年度）
　作成担当部署	 山梨県南巨摩郡富士川町　商工観光課
　指定管理者名称等	
　　指定管理施設者の名称	 株式会社　富士川
　　指定管理施設者の住所	 〒400-0501　山梨県南巨摩郡富士川町青柳町 1655-3　　☎ 0556-48-8700
　　設立年月日	 2013 年 5月 23日

₂．資 本 金	 50,000,000 円（地方公共団体の出資割合　70％）

₃．事業内容	 ⑴　公共施設の維持管理運営に関する受託業務
	 ⑵　農畜産物、林産物、水産物、及び手工芸品等の地域特産品の開発・販売に関する業務
	 ⑶　酒類、飲料水、食料品及び日常品雑貨品の販売に関する業務
	 ⑷　たばこ、郵便切手及び収入印紙の販売に関する業務
	 ⑸　園芸用樹木、草木類、花弁類及び園芸用材料販売に関する業務
	 ⑹　乳製品、菓子類、めん類の製造・加工・販売及び卸売り業務
	 ⑺　惣菜等加工品の製造及び販売に関すること
	 ⑻　飲食店、コンビニエンスストアの経営
	 ⑼　イベントの企画及び販売に関する業務
	 ⑽　地域振興のための交流事業や会議・研修・展示等の施設貸出しに関する業務
	 ⑾　観光案内及び道路案内に関する業務
	 ⑿　宝くじの販売に関する業務
	 ⒀　前各項に付帯する一切の業務

₄．財務状況
貸借対照表から� （単位千円）損益計算書から� （単位千円）

項　　　　目 金　　　　　　額 項　　　目 金　　　　　　額
前々年度 前 年 度 本 年 度 前々年度 前 年 度 本 年 度

総 資 産 68,230 107,450 総　　 収 　　入＊ 1 109,675 347,413
負 債 14,662 46,052 　　　　　　　　＊ 2 7,711 10,876
（うち有利子負債） 経 常 損 益 4,931 10,231
純 資 産 53,568 61,398 当 期 損 益 3,568 7,831
利 益 剰 余 金 3,568 11,398 減価償却前当期損益

＊ 1＝売上高＋営業外収益＋特別利益
＊ 2　総収入のうち地方公共団体からの補助金・委託金

₅．役職員の状況	 （単位千円）� （単位千円）
役　員　数 役員平均年齢 役員平均年収 職員数（地方公務員出向・退職者） 職員平均年齢 職員平均年収

6人 58才 6,000（常勤役員） 3人（ 1人） 48才 3,286

₆．当期における地方公共団体の状況
⑴　公的支援� （単位千円）

項　　　　目 金　　　　　　額 備　　　考（目的、内容、算出根拠等）前々年度 前 年 度 本 年 度
①補 助 金 ‐ ‐
②利 子 補 給 ‐ ‐
③税 の 減 免 額 ‐ ‐
④そ の 他 ‐ ‐

小　　　計 ‐ ‐ −
⑤�損失補償契約に係る
債 務 残 高 ‐ ‐

⑥�出資金，低利貸付等
に 伴 う 機 会 費 用 ‐ ‐

小　　　計 −
合　　　計 −

（参考）委託料 7,711 10,876

⑵　その他

●お問い合わせ　　商工観光課　観光振興担当　☎22－7202

株式会社富士川の平成 26年度経営状況などをお知らせします

項　　　　目 金　　　　　　額 備　　　考（目的、内容、算出根拠等）前々年度 前 年 度 本 年 度
①�損失補償契約に係る
債 務 残 高 ‐ ‐

（ 将 来 負 担 額 ） ‐ ‐
（将来負担算入率） ‐ ‐

小　　　計 ‐ ‐
②貸 付 金 残 高 ‐ ‐
③出 資 金 ‐ ‐

合　　　計 −
※上記の金額については、前年度は税込方式で本年度は税抜方式です。
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ダイヤモンド富士が見える町ふじかわ
第 2 回 ゆずの里クロスカントリー

＆絶景ウォーク大会
11 月 29 日（日）開催 !!

◆スタート・ゴール場所「道の駅　富士川」
　【�ロング32km】　道の駅富士川→大法師公園→小室山妙法寺→矢川集落→平林交流の里みさき耕舎
→𣇃米集落→殿原スポーツ公園前→道の駅富士川

　【�ミドル20km】　道の駅富士川→大法師公園→小室山妙法寺→矢川集落→砂垈集落→殿原スポーツ
公園→道の駅富士川

　【�ショート16km】　道の駅富士川→大法師公園→小室山妙法寺→砂垈集落→殿原スポーツ公園→道
の駅富士川

◆種　目
　ロング、ミドルの部：ラン＆ウォーキング　　ショートの部：ウォーキング（新設）の 5種目
◆参加費（交流会分も含む）
　‌�ラン（ロングの部）5,000 円、ラン（ミドルの部）4,500 円、ウォーキング　3,500 円

・・・・申し込み方法・・・・
①RANNET　ホームページの大会ページから
　「ダイヤモンド富士が見える町ふじかわ第 2回ゆずの里クロスカントリー＆絶景ウォーク大会」を開き、指示に
従ってエントリーしてください。
②パンフレットの申し込み欄から
　大会パンフレットの裏面、申し込み欄に必要事項を記入し下記まで申し込んで下さい。（パンフレットは役場本庁
舎、分庁舎などに置いてあります）

※申込締め切り　10 月 26 日（月）

◆申込先
・メール	 fujioproject@gmail.com
・ＦＡＸ	 ① 22－5290（商工観光課）　② 046－872－1238（FUJIOPROJECT）
・持　参	 商工観光課（役場分庁舎 2階）
◆参加費振込先
①ふじかわ農協　鰍沢支店　普通口座 7 9 3 0 　ランアンドウォークタイカイジッコウイインカイ
②みずほ銀行　祖師谷支店　普通口座 1 0 3 3 0 0 5 　ミヤチ　フジオ

　大好評のクロスカントリー＆絶景ウォーク大会を
今年も開催します。富士山の眺望に優れたスポット
を多く盛り込んだ、見どころ豊富なコースです。普
段見慣れた景色でも歩くことでまた違った発見があ
るかもしれません。エイドステーション（給水所）
では、地域の方々にご協力いただき、特産品などで
参加者をおもてなしします。今回はショートコース
を新たに加え、皆さんのご参加をお待ちしています。
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スケジュール
◎11月28日（土）
　場所：株式会社萬屋醸造店内
　　　　　酒蔵ギャラリー六斎
・15時30分〜	 前日受付
・16時〜	 交流会1部
・16時45分〜	 交流会2部

◎11月29日（日）
・  6時30分〜7時30分　受付
　　場所：道の駅　富士川
・  7時30分	 開会式
・  8時00分	 ウォーキングの部スタート
・  9時00分	 ラン（ロングの部）スタート
・  9時30分	 ラン（ミドルの部）スタート
・12時	 みさき耕舎　関門
　　★表彰式は随時実施
・16時	 閉会式

〜ボランティアスタッフ募集〜
　大会を一緒につくりあげ、盛り上げていただくボ
ランティアスタッフを募集します。
　この大会は、大勢の皆さんによって支えられてい
ます。ぜひ「ボランティアスタッフ」として参加し
ませんか。

活動時間　午前 6時から午後 5時頃まで（予定）
募集内容　‌�コース誘導、エイドステーションスタッ

フ（給水）、救護スタッフ、会場スタッフ
など

参加資格　16才以上の健康な男女
支 給 品　記念品、弁当（昼食）、飲み物
申し込み　‌�10 月 30 日（金）までに実行委員会事務

局まで電話でお申し込みください。
　　　　　※事前に説明を行います。

【お問い合わせ】ゆずの里クロスカントリー＆絶景ウォーク大会実行委員会事務局
　　　商工観光課　観光振興担当　☎ 22－7202
　　　生涯学習課　社会体育担当　☎ 22－5361

　櫛形山　夏山トレッキング
　町では、夏山登山のシーズン到来にあわせてトレッキングを開催します。高山植物の宝庫であ
る櫛形山は、雄大な富士山や南アルプスの大パノラマも眺望することができ、幽玄な原生林も癒
しの空間となっています。
　トレッキングおよび高山植物の解説などは、櫛形山を愛する会が行います。皆さんのご参加を
お待ちしています。

◆日　　　時	 7月18日（土）午前7時40分集合
◆集合・解散	 富士川町役場　本庁舎　※登山口まで送迎有り
◆定　　　員	 20人（先着順）　後日、詳細日程を送付します。
◆参　加　料	 500円（当日徴収。送迎代、損害保険料含む。）
◆締め切り	 7月10日（金）　定員になり次第締め切ります。
◆コ　ー　ス	 池の茶屋林道終点　→　池の茶屋登山道　→　
	 櫛形山山頂（2,052m）　→　裸山　→　原生林　→
	 ほこら小屋　→　南尾根登山道　→　櫛形山林道

●申し込み・お問い合わせ　　商工観光課　観光振興担当　☎22−7202
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX 22−5290
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今
年
は
、

　
5
年
に
一
度
の

国
勢
調
査
の
年
で
す

　
今
年
の
10
月
1
日
、
全
国
一
斉
に

国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
国
内
に
住
ん
で
い

る
す
べ
て
の
人
を
対
象
と
し
て
行
う

大
規
模
な
統
計
調
査
で
す
。
町
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
調
査
の
概
要
】

◎
住
民
登
録
と
は
関
係
な
く
、
10
月

1
日
現
在
、
普
段
住
ん
で
い
る
場
所

で
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

◎
国
勢
調
査
は
、
日
本
に
住
ん
で
い

る
す
べ
て
の
人
が
対
象
と
な
り
、
回

答
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
総
務
大
臣
が
任
命
し
た
調
査
員

が
、
皆
さ
ん
の
お
宅
へ
「
調
査
票
」

を
配
布
し
ま
す
。

◎
調
査
票
の
提
出
方
法
は
、
調
査
員

に
よ
る
回
収
（
封
入
提
出
）
と
オ
ン

ラ
イ
ン
回
答
の
ど
ち
ら
か
を
選
択
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
国
勢
調
査
は
、「
未
来
の
羅
針
盤
」

と
し
て
、
私
た
ち
の
生
活
に
い
か
さ

れ
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
生
活
課　
生
活
推
進
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
9

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　
学
校
が
夏
休
み
に
入
る
毎
年
7
月

に
総
合
的
な
非
行
・
被
害
防
止
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

・
第
65
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
〜
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち

直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
〜
強

調
月
間
」（
法
務
省
主
唱
）

・「
青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
強
調

月
間
」（
内
閣
府
主
唱
）

◆
主
唱　
青
少
年
総
合
対
策
本
部
・

教
育
委
員
会
・
青
少
年
育
成
富
士
川

町
民
会
議・民
生
児
童
委
員
協
議
会・

鰍
沢
保
護
区
保
護
司
会
・
ふ
れ
あ
い

1
1
0
番
の
家
「
連
絡
会
」

無
料
登
記
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

　
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
で
は
、
7

月
31
日
の
土
地
家
屋
調
査
士
の
日
に

ち
な
み
、
無
料
の
「
登
記
相
談
会
」

を
開
催
い
た
し
ま
す
。
予
約
は
不
要

で
先
着
順
と
な
り
ま
す
。

◆
日
時　
8
月
1
日
（
土
）
午
後
1

時
〜
4
時

◆
場
所　
町
民
会
館　
会
議
室

◆
相
談
内
容

　
土
地
の
境
界
問
題・土
地
の
分
筆・

地
目
の
変
更
・
建
物
の
増
改
築
に
伴

う
変
更
登
記
・
取
り
壊
し
た
建
物
の

滅
失
登
記
な
ど

●
お
問
い
合
わ
せ

　
県
土
地
家
屋
調
査
士
会　
事
務
局

　
☎
0
5
5
―
2
2
8
―
1
3
1
1

景
観
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

　
美
し
い
景
観
は
、
風
土
を
育
み
、

調
和
の
と
れ
た
ま
ち
づ
く
り
と
地
域

へ
の
愛
着
を
生
み
出
し
ま
す
。
魅
力

あ
る
景
観
を
守
り
つ
つ
、
活
用
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
の
セ
ミ

ナ
ー
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
の

活
性
化
と
、
景
観
と
の
関
わ
り
に
つ

い
て
考
え
ま
す
。

　
景
観
や
色
彩
に
興
味
の
あ
る
方
や

ま
ち
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
方
な

ど
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　
7
月
30
日
（
木
）
午
後
2

時
〜
4
時

◆
場
所　
県
立
文
学
館
講
堂

◆
講
師　
加
藤
幸
枝
氏
（
色
彩
計
画

家
）

◆
演
題　
「
人
が
つ
く
る
ま
ち
の
彩

り
・
地
域
が
育
む
ま
ち
の
個
性
」

◆
参
加
費　
無
料

◆日　　時　7月26日（日）
　　　　　　午前7時30分より
◆対　　象　‌�町内在住60歳以上または

レディース
◆場　　所　殿原カントリークラブ
◆プレー費　ビジター3,000円
　　　　　　（食事付）
◆申し込み　‌�参加希望の方は、殿原カン

トリークラブのフロントま
たは練習場受付までお申し
込みください。

●お問い合わせ
　体育協会事務局（教育委員会内）
　☎22−5361

  第 4 回

ウォーキングゴルフ大会
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●
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
県
美
し
い
県
土
づ
く
り
推
進
室

　
☎
0
5
5
―
2
2
3
―
1
3
2
5

　
建
設
課　
都
市
計
画
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
3

河
川
清
掃
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
河
川
へ
の
不
法
投
棄
を
な
く
し
、

「
河
川
美
化
、河
川
愛
護
啓
発
に
資
す

る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
、
河
川
清

掃
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
活
動
は
皆
さ
ん
の
身
近
に
あ

る
河
川
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
、

河
川
の
重
要
性
を
認
識
し
、
河
川
愛

護
思
想
の
高
揚
を
図
る
た
め
の
活
動

で
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

◆
日
時　
7
月
5
日
（
日
）

※
日
時
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
区
で

異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
建
設
課　
土
木
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
3

「
食
改
さ
ん
」
と
し
て

活
動
し
ま
せ
ん
か

　
町
に
は
、
現
在
94
名
の
食
生
活
改

善
推
進
員
が
い
ま
す
。
勉
強
会
や
研

修
会
の
実
施
、
学
ん
だ
内
容
を
地
区

へ
伝
達
す
る
な
ど
食
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
9
月
よ
り
食
生
活
推
進

委
員
養
成
講
習
会
を
行
い
ま
す
。
地

域
や
家
族
の
健
康
の
た
め
、
一
緒
に

活
動
し
ま
し
ょ
う
。

※
食
生
活
改
善
推
進
員
会
の
活
動
内

容
や
講
習
会
の
日
程
な
ど
詳
細
に
つ

い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
保
健
課　
健
康
増
進
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
7

プ
ー
ル
開
き
の
お
知
ら
せ

◆
利
根
川
公
園
プ
ー
ル

　
　
7
月
11
日
（
土
）

◆
鰍
沢
プ
ー
ル

　
　
7
月
18
日
（
土
）

◆
料
金　
中
学
生
以
下�

1
0
0
円

　
　
　
　
一
般�

2
1
0
円

※
町
外
者
は
倍
額
で
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
生
涯
学
習
課　
社
会
体
育
担
当

　
☎
22
―
5
3
6
1

　
5
月
10
日
（
土
）
に
富
士
川
ふ
れ

あ
い
ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
て
鰍
沢
愛
好

会
と
か
じ
ま
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

部
の
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
21
名
の
参
加
者
は
、
暑
い
日
差
し

の
中
で
も
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
く

交
流
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
の
予
定

◇
健
康
リ
ズ
ム
体
操

　
　
7
月
10
日
、
8
月
28
日
（
金
）

◇
定
例
会

　
　
毎
月
第
1
・
第
3
日
曜
日

◇
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球

　
　
毎
月
第
2
木
曜
・
第
4
水
曜

◇
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　
　
7
月
12
日
、
19
日
、

　
　
8
月
9
日
、
23
日
（
日
）

☆
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

●
お
問
い
合
わ
せ

か
じ
ま
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

（
教
育
委
員
会
内
）
☎
22
―
5
3
6
1

ふじかわ町を探検だ！

町政バスが発車します
　町の主要施設や各種計画などを見学し、皆さんに知っていただ
く「町政バス」を今年も実施します。夏休みの思い出に、ご家族
での参加をお待ちしています。
◆日　　時　8月4日（火）午前9時〜午後4時
◆見学コース　‌�オギノ富士川店、役場庁舎内、中部横断自動車道宮

狩トンネル工事現場、道の駅・防災ステーション
◆対　　象　町内在住の方（小学生以下は大人の方同伴）
◆募集人員　24人（応募者多数の場合は抽選）
◆参 加 費　500円　※昼食代を含みます
◆申込方法　電話・FAXまたはメール
◆募集期間　7月1日（水）〜14日（火）

●申し込み・お問い合わせ
　企画課　広聴広報担当　　☎22−7216　FAX 22−3177
　kikaku@town.fujikawa.lg.jp
　※参加決定者には、詳しい日程などを通知します

か
じ
ま
る
ス
ポ
ー
ツ
だ
よ
り

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交
流
会
開
催

7
／
8
発
売
！
　
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

道
の
駅
富
士
川
、

塩
の
華
で
も
販
売
し
ま
す

この宝くじの収益金は町の明るく住み
よいまちづくりに使われます
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今
年
も
熱
中
症
が
気
に
な
る
季
節

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
熱
中
症
は
誰

も
が
な
り
得
る
も
の
で
す
が
、
特
に

高
齢
の
方
は
「
暑
さ
を
感
じ
に
く
く

な
る
」「
汗
を
あ
ま
り
か
か
な
く
な

る
」「
体
内
の
水
分
が
不
足
し
が
ち
」

な
ど
の
理
由
か
ら
熱
中
症
に
な
り
や

す
い
の
で
、
特
に
気
を
付
け
ま
し
ょ

う
。


涼
し
い
服
装
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

　
綿
や
麻
の
素
材
の
服
は
、
風
通
し

も
よ
く
、
汗
も
速
く
乾
き
サ
ラ
ッ
と

し
ま
す
。


日
よ
け

　
暑
く
て
強
い
太
陽
の
光
か
ら
身
を

守
り
ま
す
。
帽
子
や
日
傘
の
利
用
を

し
ま
し
ょ
う
。
日
焼
け
の
予
防
に
も

な
り
ま
す
ね
。


風
を
お
こ
す

　
扇
子
や
う
ち
わ
で
風
を
起
こ
す
こ

と
で
、
涼
し
さ
を
感
じ
ら
れ
ま
す
。


し
っ
か
り
食
事
を
と
り
ま
し
ょ
う

　
豚
肉
や
う
な
ぎ
は
タ
ン
パ
ク
質
や

脂
肪
、
ビ
タ
ミ
ン
が
豊
富
で
夏
バ
テ

予
防
に
最
適
で
す
。

　
ビ
タ
ミ
ン
C
が
豊
富
な
野
菜
や
果

物
は
体
の
調
子
を
整
え
ま
す
。

　
ま
た
、
ゼ
リ
ー
や
と
こ
ろ
て
ん
な

ど
、
の
ど
越
し
の
良
い
も
の
を
食
べ

る
、
少
量
で
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
取
り

や
す
い
牛
乳
や
プ
リ
ン
を
食
べ
る
な

ど
も
お
す
す
め
で
す
。

　
ま
た
、
水
分
補
給
も
普
段
は
水
や

お
茶
で
十
分
で
す
が
、
暑
い
季
節
は

汗
で
失
っ
た
成
分
を
補
給
す
る
た

め
、
少
量
の
塩
分
な
ど
を
加
え
た
飲

み
物
も
時
々
取
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
た
だ
、
胃
腸
へ
の
負
担
を
避
け
る

た
め
に
、
が
ぶ
飲
み
は
避
け
、
少
量

ず
つ
こ
ま
め
に
取
り
ま
し
ょ
う
。


エ
ア
コ
ン
な
ど
を
上
手
に
使
い
ま

し
ょ
う

　
カ
ー
テ
ン
や
す
だ
れ
な
ど
で
日
光

を
遮
り
、
気
温
や
湿
度
が
高
い
時
に

は
エ
ア
コ
ン
を
使
い
ま
し
ょ
う
。
扇

風
機
で
風
を
循
環
さ
せ
る
と
効
果
的

で
、
か
つ
省
エ
ネ
で
す
。

　
公
共
施
設
で
過
ご
す
の
も
よ
い
で

す
ね
。

　
暮
ら
し
の
工
夫
で
熱
中
症
を
予
防

し
、
元
気
に
夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ

う
。

健康いきいき
情 報

健康いきいき
情 報

今月の担当は
農林振興課です
☎ 22−7214

地 産 地 消
〜地元で採れた農作物を食べよう〜
　地産地消とは、その地域で採れたものを、その地域で消費することです。近年、日本
各地で、地元で採れた農作物を食べようという動きが盛んです。新鮮で栄養価が損なわ
れないまま食材を提供でき、生産者の顔が見えるため安心です。そのため生産者にとっ
ても消費者にとってもさまざまなメリットが挙げられます。

地球にもあなたにもやさしい“地産地消”！
ぜひ地元の農産物を優先的に購入してみてください

生産者
直売などを充実させることで、
生産が盛んになるとともに、多
様な農家が生産しやすくなるこ
とや所得の向上につながる

経 済
地元で消費するものは地元
で生産することで、地域に
資金を還元し、地域循環型
経済の活性化につながる

環 境
農産物を運ぶ距離が短くな
ることで輸送にかかるエネ
ルギーを節約でき、環境へ
の負荷の軽減につながる

消費者
新鮮・安心で旬の味覚
を味わいたいという住
民のニーズを満たす

今月は笠井保健師です

熱
中
症
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
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少
子
化
は
、
人
口
減
少
社
会
を
招

く
た
め
、
こ
の
ま
ま
進
め
ば
い
く
つ

か
の
町
や
村
が
な
く
な
る
の
で
は
、

と
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
国
で
も
対
策
を
考
え
て
い
る
よ
う

で
す
が
、
一
朝
一
夕
に
は
い
か
な
い

よ
う
で
す
。

　
さ
て
、
こ
こ
で
質
問
で
す
。

　
み
な
さ
ん
は
、
女
性
が
職
業
を
持

つ
こ
と
と
、
少
子
化
は
関
係
あ
る
と

思
い
ま
す
か
？　
…
私
は
関
係
が
あ

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
日
本
の
合
計
特
殊
出
生
率
（
一
人

の
女
性
が
一
生
に
産
む
子
ど
も
の
平

均
数
）
は
、
戦
後
の
第
一
次
ベ
ビ
ー

ブ
ー
ム
の
4
・
5
を
ピ
ー
ク
に
、
減

少
傾
向
が
続
き
、
1
9
7
0
年
代
に

は
人
口
維
持
に
必
要
な
2
・
08
を
下

回
り
、
2
0
0
5
年
に
は
1
・
26
に

ま
で
減
少
し
、
そ
の
後
は
幾
分
盛
り

返
し
て
い
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
人

口
維
持
に
必
要
な
レ
ベ
ル
か
ら
は
大

き
く
下
回
っ
て
い
る
と
い
う
実
態
で

す
。

　
も
う
一
つ
、
女
性
の
労
働
参
加
が

盛
ん
な
国
ほ
ど
合
計
特
殊
出
生
率
が

高
い
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
先
進
国
で
共
通
し
て
指
摘
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
、ア
イ
ル
ラ
ン
ド・

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ノ
ル
ウ
ェ
ー
な
ど

で
す
。
日
本
国
内
で
は
島
根
県
・
山

形
県・福
井
県
な
ど
で
も
言
え
ま
す
。

か
つ
て
は
女
性
の
就
業
率
が
高
い
ほ

ど
出
生
率
は
低
い
と
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
近
年
で
は
逆
に
、
女
性
の
就

業
率
が
高
い
ほ
ど
出
生
率
も
高
い
の

で
す
。

　
女
性
就
業
率
が
高
い
こ
と
が
出
生

率
を
高
め
る
理
由
は
二
つ
考
え
ら
れ

ま
す
。
一
つ
は
、経
済
的
余
裕
で
す
。

高
い
教
育
費（
学
費
や
塾
代
）、
住
居

費
（
子
ど
も
部
屋
）
な
ど
を
考
え
る

と
、
共
働
き
で
な
い
と
3
人
程
度
の

子
育
て
費
用
が
負
担
し
に
く
い
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
も
う
一
つ
の
理

由
は
、精
神
的
余
裕
で
す
。
例
え
ば
、

仕
事
中
は
子
育
て
の
現
場
か
ら
離
れ

る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
子
育
て
ス

ト
レ
ス
が
緩
和
さ
れ
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
父
親
の
子
育
て

参
加
が
増
え
、
母
親
の
精
神
的
負
担

が
減
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と

も
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
「
女
性
就
業
率
と
出
生
率
」と
の
因

果
関
係
に
つ
い
て
は
証
明
さ
れ
て
は

い
な
い
よ
う
で
す
が
、「
女
性
が
就
業

し
や
す
い
環
境
を
用
意
す
る
こ
と
」

は
、現
実
的
な
施
策
だ
と
思
い
ま
す
。

女
性
就
業
率
が
高
く
な
る
こ
と
は
、

労
働
力
人
口
の
増
加
と
い
う
効
果
も

期
待
さ
れ
ま
す
か
ら
…
。

［5月分］　

工　事　名　・　件　名 場　　所 落札金額（円）
（消費税抜） 落　札　者

山王土地区画整理地内（駅前山王 1〜 3号線）道路舗装工事 駅前通二丁目 9,390,000 新 津 建 設 ㈱

情報通信システムサーバリース 天 神 中 條 月額 301,700 NTTファイナンス㈱東京営業部

増穂小学校プールサイド改修工事設計業務委託 最 勝 寺 730,000 ㈱雨宮建築設計事務所

公共下水道管渠実施設計業務委託（その 1） 天神中條・大久保 5,500,000 ㈱理工エンジニアリング

利根川公園他緑地維持管理業務委託 𣇃米・小林・長澤・最勝寺 5,920,000 山 梨 ガ ー デ ン ㈱

道路植樹帯保守管理業務委託 富 士 川 町 2,140,000 ㈱石原グリーン建設

第 1保育所プール塗装工事 天 神 中 條 600,000 ㈲ 加 賀 美 塗 装 店

高区受水槽送水ポンプ取替工事 最 勝 寺 2,470,000 ㈱ 関 東 日 立

かじかの湯個室他系統エアコン更新修繕工事 鳥 屋 2,700,000 大 栄 設 備 ㈱

町道平林伊奈ヶ湖線舗装工事 平 林 10,000,000 高 野 工 業 ㈱

入 札 結 果 を 報 告 し ま す

女性の就業と
少子化関係あり?!

富士川町
男女共同参画推進委員会
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【
チ
ケ
ッ
ト
情
報
】

大
人
の
た
め
の
人
形
劇

井
上
ひ
さ
し
原
作

「
父
と
暮
ら
せ
ば
」

人
形
劇
団
む
す
び
座
公
演

■
7
月
15
日（
水
）午
前
9
時
発
売
！

　
結
婚
を
あ
き
ら
め
た
被
爆
者
の
娘

に
恋
を
さ
せ
る
た
め
、
亡
き
父
が
あ

の
世
か
ら
手
助
け
に
現
れ
る
笑
い
と

涙
の
喜
劇
。

◇
日
時　
8
月
29
日
（
土
）
午
後
7

時
開
演

◇
入
場
料　

自
由
席
2
，0
0
0
円

（
舞
台
仮
設
席
・
限
定
1
5
0
席
）

※
未
就
学
児
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

　
藤
原
真
理

セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
と

チ
ェ
ロ
の
調
べ

■
7
月
25
日（
土
）午
前
9
時
発
売
！

　
宮
沢
賢
治
の
音
楽
に
造
詣
の
深
い

チ
ェ
リ
ス
ト
藤
原
真
理
が
、
魅
力
的

な
粒
ぞ
ろ
い
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
小
品

と
、
賢
治
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
な
世
界

を
お
届
け
し
ま
す
。

◇
日
時　
9
月
26
日
（
土
）
午
後
3

時
開
演

◇
入
場
料　

全
席
指
定
2
，0
0
0

円
（
文
化
ホ
ー
ル
友
の
会
員
1
，

8
0
0
円
、中
学
生
以
下
5
0
0
円
）

※
未
就
学
児
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

親
子
で
楽
し
む

は
ー
と
ふ
る
コ
ン
サ
ー
ト

■
7
月
23
日
（
木
）
入
場
整
理
券
配

布
開
始
！
（
1
枚
で
2
人
ま
で
入
場

可
・
配
布
は
文
化
ホ
ー
ル
窓
口
で
）

　
赤
ち
ゃ
ん
連
れ
O
K
！　
ク
ラ
シ

ッ
ク
の
名
曲
か
ら
テ
レ
ビ
・
ア
ニ
メ

で
お
な
じ
み
の
曲
ま
で
、
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
も
あ
っ
て
楽
し
い
ス
テ
ー
ジ

で
す
。
育
児
に
忙
し
い
マ
マ
・
パ
パ

も
気
分
転
換
に
ど
う
ぞ
。

◇
開
催
日
時　
8
月
23
日
（
日
）

午
後
2
時
開
演
（
自
由
席
・
無
料
）

【
募
集
情
報
】

矢
崎
仁
司
監
督
映
画

「
富
士
川
日
記
2
0
1
5
年
」

映
画
制
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
第
2
期

「
演
技
講
座
」

◇
日
時　

7
月
18
日
（
土
）、
25
日

（
土
）、
26
日
（
日
）
全
3
回　
午
前

9
時
〜
午
後
6
時
予
定

◇
対
象　
18
歳
以
上
、
定
員
20
人

◇
内
容　
演
技
の
基
礎
、
映
画
独
特

の
方
法
な
ど
を
、
実
際
の
映
画
作
り

の
現
場
体
験
を
通
し
て
学
ん
で
い
た

だ
き
ま
す
。

◇
受
講
料　
3
，0
0
0
円

プ
ロ
モ
デ
ル
美
聖
（
み
さ
と
）
指
導

「
子
ど
も
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
モ
デ
ル

体
験
教
室
」

◇
日
時　
8
月
2
日
（
日
）
午
後
1

時
〜
午
後
4
時

◇
対
象　
小
中
学
生
、
大
人
の
参
加

も
可
。
定
員
子
ど
も
15
人
、
大
人
5

人
程
度
（
先
着
順
）

◇
内
容　
立
ち
姿
、
歩
き
方
な
ど

◇
受
講
料　
無
料

ラ
イ
ブ
参
加
バ
ン
ド
募
集
！

「BAND FES 2015

」

　
9
月
20
日
（
日
）
開
催
す
る
ラ
イ

ブ
ス
テ
ー
ジ
に
出
場
で
き
る
ア
マ

チ
ュ
ア
バ
ン
ド
を
募
集
し
ま
す
。

◇
参
加
料　
3
，0
0
0
円（
高
校
生

以
下
1
，0
0
0
円
）

富士川町ますほ文化ホール
☎ 22−8811　FAX 22−8815
http://www.town.fujikawa.yamanashi.jp/

ますほ文化ホール通信
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【
短　

歌
】

咳
き
こ
み
の
つ
よ
き
一
瞬
も
れ
る
も
の
あ
る
は
さ
び
し
え
白
湯
を
の
み
ほ
す

	

堀
内　

久
子

ク
ロ
ッ
カ
ス
ム
ス
カ
リ
芽
吹
き
は
じ
め
た
り
終
活
す
こ
し
先
に
の
ば
さ
む

	

堀
内　

竹
子

若
者
に
歩
調
を
合
わ
せ
小
走
り
に
表
参
道
を
行
く
日
曜
の
午
後

	

依
田　

郁
子

【
俳　

句
】

松
落
葉
い
つ
と
は
知
れ
ぬ
わ
か
れ
か
な	

内
藤
浜
二
郎

草
抜
け
ば
右
往
左
往
の
蟻
の
群
れ	

吉
武
み
ど
り

松
葉
散
る
音
か
月
光
降
る
音
か	

矢
崎　

節
子

【
川　

柳
】

冷
奴
が
ほ
し
い
時
期
へ
と
早
変
わ
り	

樋
口　

文
子

旅
に
出
て
ま
だ
気
に
し
て
る
夫
の
飯	

中
村
み
な
恵

下
る
力
残
し
て
山
を
登
り
き
る	

鮎
川　

弘
子

〜あたたかい家族の応援が
あるからがんばれる〜

吉野　小
シャオリー

麗さん（大椚）
　富士川町国際交流協会の日本語教室に通う吉野さんにお話を伺いました。

■いつから富士川町に住んでいますか？
　平成16年に中国から富士川町にお嫁に来ました。富士川町に住んでいて
とても満足しています。外国人が住むには、富士川町はとてもいいところだ
と思います。子どもが生まれた時も、役場の人たちがていねいにいろいろ教
えてくれてとても助かりました。

■困ったことはありますか？
　義理のお母さんがいつも一緒にいてくれたので、困ることはありませんでした。でも、友達がいな
いことがさみしかったです。車の運転ができなかったので、行きたいところにも行けなかったけど免
許を取りました。運転歴は、9年くらいです。県内なら、どこでも大丈夫です。
■日本語教室に行くようになったきっかけは？
　義理のお母さんがすすめてくれました。毎週、楽しく教室に通っています。始めは、日本語がぜん
ぜんしゃべれなくて不安だったけど、しゃべれるようになって、友達もたくさんできたので楽しいで
す。もっと、日本語がじょうずになりたいです。
　もっとみんなに日本語教室にきてもらいたいです。見学だけでも来てください。

（ようこそ　日本語教室）
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100 歳の誕生日
おめでとうございます

　5月 15日（金）、
石井ふさゑさん（青
柳町）が、めでたく
100歳の誕生日を迎
えられました。

春のフリーマーケット
ますほ文化ホール 　5月 17日（日）、フ

リーマーケットが開催
されました。手作り雑
貨や古着など約 30 軒
の店が立ち並び、来場
者は買い物を楽しみま
した。バルーンアート
や大道芸も行われ、子
どもたちは一緒に参加
しながら楽しみました。

ぴよぴよクラブ
ますほ児童センター

　ぴよぴよクラブひよこ（ 0〜 1
歳 6カ月）、きりん（ 1歳 7カ月
〜就園前）では、保護者たちが峡
南広域消防本部の消防士から救急
法を学びました。心肺蘇生の方法
やAEDの使い方を実践し、その
後は子どもたちと一緒に救急車を
見学しました。

真剣に作成中

長年にわたる活動を評価 国際交流協会定期総会

　5月 16日（土）、ますほ児
童センターまつりが行われま
した。当日は、多くの子ども
たちがゲームや工作を楽しみ
ました。また、増穂中学校、
増穂商業高校の生徒がボラン
ティアで参加し、子どもたち
との交流を深めました。

　町愛育会顧問の
入倉武津子さん
（鰍沢）が母子愛育
会全国大会で会長
表彰を受賞しまし
た。40年以上の活
動や途絶えそうに
なった愛育会を支
えてきたことなど
が評価されたもの
です。

　5月31日（日）、
役場本庁舎1階会
議室において、平
成 27 年度定期総
会が行われまし
た。総会後には、
JICA シニア海外
ボランティアの久
保弘恵さんによる
記念講演が行われ
ました。

▲ 5/28（木）講習会の様子［きりん］
▲ 5/25（月）講習会の様子［ひよ
こ］
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がんばれ !!
ヴァンフォーレ甲府 !!

◆7月のホームタウンゲーム
　・7月15日（水）19：00
　　　　　VSベガルタ仙台
　・7月25日（土）18：00
　　　　　VS松本山雅FC

『まんまこと』鼻中恵著
	 （ 7月よりNHKにて）
『一路』上・下　浅田次郎著
	 （ 7月よりNHKBSプレミアムにて）

他 3冊　

『平和のバトンをつないで』
『ぼくが見た太平洋戦争』
『六千人の命を救え！外交官・杉原千畝』（今秋映画公開）
『絵で読む広島の原爆』
『戦争を考える本　全 7』
『奇跡のプレイボール』
『日・中・韓平和絵本第 1期』
『日・中・韓平和絵本第 2期』
『えっちゃんの戦争』『禎子の千羽鶴』他

〜伝えるべき戦争の哀しみ〜
戦後70年

『頂点への道』錦織圭著
『103 歳になってわかったこと』篠田桃紅著

話題書ぴっくあっぷ！

『遊んで学ぼう！家庭ででき
る簡単理科実験』
『環境問題を考える自由研究
ガイド』� など

工作・実験夏休み特集

戦争をテーマにした本（児童書）

善意ありがとう
　次の方から心温まる善意をお寄せいただきまし
た。心から感謝申し上げます。
◆町へ
一金　10 万円　依田鈴子様（中部）
　「亡夫　利夫様のご遺志により町の振興のために」
◆ふるさと納税
一金　5万円　長澤七郎様（千葉県）
　「豊かな人材と文化を育むまちづくりのために」

戸籍の窓
自 5月 1日　至 5月 31 日　届出（敬称略）

おめでた（出生）
	 地　区	 氏　名	 性別	 保護者
	大　久　保	 田中　結亜	（ゆ　あ）	 女	 重　光
	長　　　 	 樋口　沙奈	（さ　な）	 女	 純　一
	大　　　椚	 丸山　紗羅	（さ　ら）	 女	 和　也
	青　柳　町	 深 　実夢	（み　ゆ）	 女	 雅　和
	青　柳　町	 齋藤　　楓	（かえで）	 女	 明
	青　柳　町	 渡辺　愛大	（あ　お）	 男	 晃　樹
	青　柳　町	 岩尾日菜乃	（ひなの）	 女	 洋
	鰍　沢　北	 望月　芽依	（め　い）	 女	 英　宏
	鰍　沢　南	 髙野　結糸	（ゆいと）	 男	 徳　仁

およろこび（結婚）
	 地　区	 氏	 名	 （ 旧 姓 ）
	最　勝　寺	 大塩　高平	 弥　生	 （ 佐 野 ）
	大　　　椚	 渡辺　九務	 賀央里	 （ 井 上 ）
	青　柳　町	 渡邊　丈晴	 玲　子	 （ 大 橋 ）
	青　柳　町	 山田　　樹	 侑　枝	 （ 米 長 ）
	鰍　沢　北	 石井　　敦	 桂　子	 （ 山 田 ）
	中　　　部	 保坂　　佐	 吾　記	 （ 西 岡 ）

おくやみ（死亡）
	 地　区	 氏　名	 年齢	 届出人
	最　勝　寺	 㓛刀かな江	 90	 野田眞弓
	最　勝　寺	 志村　和子	 65	 征　　夫
	最　勝　寺	 志村　 子	 95	 智　　春
	天 神 中 條	 長 　米子	 88	 賢
	小　　　林	 川口　眞一	 67	 祐　　樹
	長　　　 	 井上　照子	 82	 幹　　雄
	長　　　 	 村松　佳代	 46	 由　　也
	青　柳　町	 米長　和江	 70	 勲
	青　柳　町	 青木　 子	 82	 修　　一
	青　柳　町	 小田 雄	 99	 三 千 男
	青　柳　町	 内田　龍夫	 88	 浩
	髙　　　下	 樋口　良孝	 83	 太
	鰍　沢　中	 河住　隆則	 80	 小林正幸
	鰍　沢　中	 遠藤　　等	 70	 寿　　裕
	鰍　沢　南	 杉野　ユキ	 90	 忠　　良
	鰍　沢　南	 仙洞田忠美	 80	 忠
	五　　　開	 堀口　武夫	 93	 裕　　司

ひとのうごき（ 6月 1日現在）

人　口	 16,004 人	 （＋ 12）
　男	 7,759 人	 （＋   2）
　女	 8,245 人	 （＋ 10）
世　帯	 6,305 戸	 （＋   9）	 ※ (　) 内は対前月比

戦争をテーマにした本（児童書）

全 18冊揃えました
感想文にどうぞ！
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髙橋　明
め

生
い

ちゃん　5歳（天神中條）
　いきいきサロンでおばあちゃんたちと一緒に、かべに掛けるハガキ入れを作りました。
　大好きなイチゴを折って貼りました。かわいくできて、とても楽しかったです。

加賀美陽
はる
真
ま

くん
（平成 22年 4月生まれ・天神中條）
父　雅俊さん・母　真貴さん

望月　玲
れ
奈
な

ちゃん
（平成 26年 6月生まれ・長澤）
父　正敏さん・母　恵理さん

Mail:kikaku@town.fujikawa.lg.jp

詳しくはこちら 富士川町　アイドル

　いつも元気いっぱい♪
　これからもすくすく育っ
て、たくさん遊ぼう！

　最近甘えん坊で言うことを
聞かない事もしばしば。でも、
元気いっぱいで明るいはるま
が大好きだよ。これからも凛
と仲良くね。

加賀美　凛
りん

ちゃん
（平成 24年 1月生まれ・天神中條）
父　雅俊さん・母　真貴さん

　陽真の真似をして、おてん
ばぶりを発揮している凛。誰
にでも笑顔の凛が大好きだ
よ。これからもその笑顔を忘
れないでね。

編
集
・
発
行
　
山
梨
県
南
巨
摩
郡
富
士
川
町
役
場
／
企
画
課
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